
（１）学力調査結果から見られた傾向 （３）生活・学習に関する意識調査から見られた傾向

（４）生活・学習に関する意識調査の結果

（２）各学年・各教科の調査結果チャート
５年 ６年

（参考）　平均正答率 （参考）　平均正答率

受検者数 受検者数
5年生 人 ６年生 人

　 各スコアの範囲は－4から+3までで、島根県のスコアは基準値の０となっています。

　 スコアが０より大きければ大きいほど、島根県よりも「当該教科で平均正答率が高かっ
　 た」、あるいは「当該カテゴリで肯定的回答が多かった」という結果になります。

令和元年度　島根県学力調査結果及び分析・対策（松江市立忌部小学校）

成果と課題（○：成果、●：課題） 対策 成果と課題（○：成果、●：課題） 対策

・時事問題をテーマにした課題や教材を取り上げたり、学校図書館と
連携して社会への関心や視野を広げたりする活動を充実させる。

家庭学習に
関わる事項

○家庭学習の習慣がついている児童が多く、復習をしている児童の
割合も高い。
●自分で計画をたてて勉強している児童の割合は低い。

・効果的な家庭学習の仕方について、具体的に内容を示したり、一人
一人に合った学習方法（内容）を提示したりする。

5
年

授業改善に
関わる事項

・述べたいことを単文でまとめたり、要旨をとらえてまとめたり
する学習を継続するとともに、話したり聞いたりする活動を充
実させる。
・漢字のもつ意味に興味関心を向けさせたり、国語辞典を活
用して意味を調べたりする。

○自分の考えを発表したり、話し合いに意欲的に取り組んだりしてい
る。
○学校図書館で調べ学習をしたり、読書をしたりすることが好きな児
童の割合が高い。
●地域や社会の問題に関心がある児童の割合が低い。
●将来の夢や目標をもっている児童の割合が低い。

６年

国語

算数

○ローマ字や文の構成に関する基礎的な事項はよく理解で
きている。
○無回答率０％で、最後まで問題に取り組んでいる。
●漢字の読み書きに誤答が多い。
●写真やグラフを含んだ説明文の文章の構成について、表
現効果の工夫を理解できていない児童が多い。

・漢字の読み書き、ローマ字のスキル学習を継続する。また、
文章の中で同音異義語の漢字が使えるように指導する。
・説明文では、キーワードを探させたり接続詞や文末表現に
注目させたりして、各段落の働きや構成をとらえ、各段落の
要旨がつかめるように指導する。

○数量や図形についての知識・理解については、県平均をや
や上回っている。
●分数の計算、単位量あたりの大きさ、多角形の角度、比な
どについて、理解できていない。
●複数のグラフから必要事項を読み取る力が乏しい。

○めあてをノートに書いて確認したり、振り返りをしたりすることが定
着している。
●国語、算数、総合的な学習の時間など、各教科・領域についての
関心が低い。
●自尊感情・自己有用感の低い児童が多い。

算数

12

・基本的な四則計算（特に小数）のスキル学習を継続する。
・小数倍の意味理解を図るために、多様な図で適切に表す活
動や、図から関係を読み取る活動を取り入れる。

・基本的な四則計算（分数）のスキル学習を継続する。
・単位量あたりの大きさ、比などについては、日常生活の場
面を文章問題にするなどし、実感を伴った理解ができるように
する。
・図形については、実際に図形をかかせるなどして、図形に
対する理解を深められるようにする。
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島根県 60 58 島根県

○「書くこと」において、読み手を意識した効果的な表現を用
いて書くことができる。
●「話す・聞く」において、事柄が明確に伝わるように伝えるこ
とに課題がある。
●漢字の書きについては、同音異義の漢字について文中で
正しい意味をとらえて使うことに課題がある。

○「図形」「数量関係」の領域は、正答率が県平均を上回って
いる。
●小数倍の意味を理解している割合が低く、小数の四則計
算にも課題がある。

52
松江市

・読書が好きな児童の割合が高いことを生かし、興味・関心のある事
柄を調べる学習を取り入れるたり、ＩＣＴ機器を活用して授業の導入で
視覚的な教材・教具を提示できるようにする。
・普段の授業で、発表の場面で相手のよさを認め合う場面を作り、自
尊感情・自己有用感を高められるようにする。

家庭学習に
関わる事項

○家庭学習の習慣はついている児童が多く、予習や復習に計画的
に取り組んでいる児童の割合が高い。
●教師が宿題をていねいに見て返していると感じている児童の割合
が低い。

・効果的な家庭学習の仕方について、具体的な内容を示し、指導・支
援する。
・宿題のノートなどに、肯定的かつ具体的なコメントを書いて返すなど
の工夫をする。

授業改善に
関わる事項
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